
９
　西脇市では黒田庄和牛や山田錦、イチ
ゴなど全国に誇れる地域食材が生産され
ており、さまざまな農業振興施策を推進
しています。このコラムでは、本市の農
業に関する旬な情報をお伝えします。
■問合せ　農林振興課（市役所内線322）

西脇市消費生活センター

No.171
「訪問販売お断りステッカー」配布しています

☎22-3111（防災安全課内）
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西
脇
市
長
　
片
山
象
三

西
脇
を
元
気
に
!!

 

道
路
は
未
来
に
つ
な
が
り
ま
す
！

 　
今
年
も
地
元
の
方
々
と
と
も
に

「
国
道
１
７
５
号
西
脇
北
バ
イ
パ

ス
の
早
期
開
通
・
黒
田
庄
以
北
の

早
期
事
業
化
」
を
財
務
省
・
国
土

交
通
省
な
ど
へ
要
望
し
て
き
ま
し

た
。
地
元
の
熱
い
思
い
を
国
に
直

接
伝
え
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
は

今
年
で
４
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

11
月
16
日
に
は
日
野
北
バ
イ
パ

ス
（
県
道
中
安
田
市
原
線
・
市
道

市
原
羽
安
線
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
鍛
冶
屋
線
が
平
成
２
年
に
廃

線
に
な
っ
た
当
時
か
ら
線
路
跡
の

道
路
化
に
対
し
て
は
、
地
元
の
方

か
ら
強
い
要
望
が
出
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
開
通
は
、
地
域
が
待

ち
に
待
っ
た
西
脇
と
多
可
を
結
ぶ

道
の
完
成
で
あ
り
、
未
来
へ
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

30
年
の
長
い
歴
史
の
中
で
は
、
本

当
に
た
く
さ
ん
の
方
々
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
地

元
と
市
、
県
が
一
体
と
な
っ
て
推

し
進
め
ら
れ
た
事
業
で
あ
る
こ
と

を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
播
磨
地
域
で
初
の
自
転

車
専
用
通
行
帯
を
設
け
て
通
学
や

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
も
快
適
な
使
用

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

上
戸
田
か
ら
上
野
ま
で
の
国
道

４
２
７
号
も
県
事
業
と
し
て
拡
幅

工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
新
庁
舎

建
設
に
合
わ
せ
て
周
辺
道
路
も
県

の
方
々
や
周
辺
住
民
の
皆
さ
ま
に

も
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
道
路
が
開
通
す
る
と
、
人
が

行
き
交
い
ま
す
。
西
脇
市
に
た
く

さ
ん
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

ま
ち
が
元
気
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

若
者
が
誇
れ
る
「
元
気
な
ま
ち

西
脇
市
」
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
創

っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

開通前のイベントで道路に絵を
描く親子連れら（11月４日）

▲昨年片山市長を表敬訪問した幌村選手（左）と藤原選手（右）

か
ら
強
い
要
望
が
出
て
い
ま
し

こ
の
た
び
の
開
通
は
、
地
域
が

黒田庄和牛が高い評価を受ける理由
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日
本
に
は
「
文
学
賞
」
と
呼
ば

れ
る
賞
が
い
く
つ
あ
る
か
ご
存
じ

で
す
か
。「
直
木
賞
」「
芥
川
賞
」

と
い
っ
た
有
名
な
も
の
か
ら
、
聞

き
覚
え
の
な
い
も
の
ま
で
、
お
よ

そ
２
０
０
賞
ほ
ど
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
「
部
落
解
放

文
学
賞
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

「
識
字
」「
記
録
・
表
現
」「
小

説
」な
ど
の
７
部
門
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
今
年
７
月
に
発
表
さ
れ

た
第
45
回
部
落
解
放
文
学
賞
の

「
記
録
・
表
現
部
門
」
で
は
、
加

東
市
の
長
谷
川
和
正
さ
ん
が
「
恩

師
・
内
藤
幸
雄
先
生
の
思
い
出
」

と
い
う
作
品
で
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

近
隣
に
お
住
い
の
方
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
興
味
を
持
っ
て
そ
の
作

品
を
読
み
ま
し
た
。

　

長
谷
川
さ
ん
は
50
年
余
り
前
、

地
元
の
青
年
団
の
同
和
研
修
で
、

後
に
恩
師
と
な
る
内
藤
先
生
（
小

野
市
で
長
年
教
育
に
従
事
）
か
ら

言
わ
れ
た
「
君
、
よ
く
勉
強
し
て

か
ら
後
日
、
出
会
い
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
言
葉
に
奮
起
し
、
部
落
問

題
の
学
習
に
仲
間
と
共
に
の
め
り

込
ん
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
受
賞
作

品
で
は
内
藤
先
生
を
船
頭
役
に
、

部
落
問
題
を
中
心
と
し
た
人
権
学

習
会
「
ど
ん
ぐ
り
」
の
25
年
に
わ

た
る
活
動
の
軌
跡
が
作
者
の
目
線

で
丹
念
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ど
ん
ぐ
り
の
会
」
の
仲
間
が

受
け
た
結
婚
差
別
や
目
の
不
自
由

な
姉
を
通
し
て
の
作
者
自
身
の
被

差
別
体
験
、
さ
ら
に
、
自
ら
が
企

画
し
た
「
お
も
ろ
い
同
和
研
修
」

と
銘
打
っ
た
地
元
自
治
会
の
人
権

学
習
会
が
巻
き
起
こ
し
た
波
紋
な

ど
、
ど
れ
も
事
実
に
基
づ
い
た
内

容
で
読
み
手
を
引
き
つ
け
る
も
の

で
し
た
。
選
者
の
批
評
で
は
、

「
差
別
を
考
え
る
姿
勢
を
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
形
成
す
る
過
程
が
よ

く
描
か
れ
て
い
る
」
と
高
い
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま

で
の
一
週
間
、「
第
71
回
人
権
週

間
」
関
連
行
事
が
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
の

社
会
に
不
当
な
差
別
な
ど
の
人
権

侵
害
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
そ
し
て

周
り
の
人
の
人
権
に
ど
れ
ほ
ど
の

関
心
を
示
す
の
か
、
私
た
ち
は
今
、

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
人
権
教
育
課
）

※
長
谷
川
さ
ん
に
は
、「
黒
田
庄

文
化
祭
」
で
こ
の
作
品
を
基
に
し

た
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
権
週
間
に
寄
せ
て
　
ー
あ
る
作
品
を
読
ん
で
ー

心
の
ス
ケ
ッ
チ

人
権
教
育
課
コ
ラ
ム
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　黒田庄和牛は年間に約600頭が出荷され、近年ではその
80％以上が日本一厳しいといわれる神戸ビーフの認定基
準をクリアしています。また、養父市の但馬家畜市場で開
催された「第101回兵庫県畜産共進会」では、黒田庄和牛
が上位入賞するなどして高い評価を得ています。
　その理由は、肥育農家の皆さんが毎日牛と触れ合い、表
情や体つき、餌の食べ具合など１頭１頭の健康管理に注意
しているからです。また、山々に囲まれた美しい気候と風
土の中、約２年間じっくり時間をかけて黒田庄和牛を育て
ているからです。
　黒田庄和牛の醍醐味は、上品な甘みがあり、きめ細かな
赤身が脂肪の風味や香りと溶け合って、食べたときに舌の
上で絶妙に合わさる点です。肉の霜降りとは、脂肪が筋肉
の中に細かく入り込んだ状態のことですが、黒田庄和牛は、
この脂肪（サシ）が人肌で溶けてしまうほど融点が低いの
が特徴です。また、おいしさの決め手であるイノシン酸や
オレイン酸が豊富に含まれており、豊かな味わいを楽しむ
ことができます。肥育農家の皆さんが愛情を注いで育てた
豊かな味を、ぜひご賞味ください。

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開

幕
ま
で
約
７
ヵ
月

　　

56
年
ぶ
り
に
日
本
で
世
界
最
大

の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
行
わ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
は
西
脇
市
出
身
者
に

も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
可
能
性

が
あ
る
選
手
が
い
る
こ
と
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。

　
西
脇
市
初
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
誕
生

に
期
待

　　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
西

脇
市
出
身
の
柔
道
男
子
81
キ
ロ
級

の
藤
原
崇
太
郎
選
手
（
日
本
体
育

大
学
３
年
生
）
や
競
泳
男
子
２
０

０
メ
ー
ト
ル
バ
タ
フ
ラ
イ
の
幌
村

尚
選
手（
早
稲
田
大
学
３
年
生
）

に
代
表
選
出
の
期
待
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。

　

柔
道
は
他
の
競
技
の
よ
う
に
１

度
の
選
考
会
で
代
表
を
決
定
す
る

の
で
は
な
く
、
世
界
大
会
や
国
内

大
会
で
の
成
績
を
ポ
イ
ン
ト
化
し

て
総
合
的
に
判
断
し
、
代
表
を
選

考
し
ま
す
。
藤
原
選
手
は
昨
年
の

世
界
選
手
権
で
第
２
位
に
な
る
な

ど
、
世
界
大
会
で
は
安
定
し
た
結

果
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
競
泳
は
今
年
７
月
の
世

界
選
手
権
で
優
勝
し
た
選
手
は
、

す
で
に
代
表
入
り
が
確
定
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
幌
村
選
手
が
出

場
す
る
男
子
２
０
０
メ
ー
ト
ル
バ

タ
フ
ラ
イ
は
日
本
人
の
優
勝
者
が

い
な
か
っ
た
た
め
、
来
春
に
行
わ

れ
る
代
表
選
考
会
で
上
位
２
選
手

が
選
ば
れ
る
予
定
で
す
。
故
障
で

調
子
を
下
げ
て
い
ま
し
た
が
、
最

終
選
考
を
前
に
調
子
が
上
が
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
新
た
に
期
待
が
高
ま
る
選
手

　　

プ
ロ
野
球
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー

ク
ス
の
甲
斐
野
央
選
手
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
甲
斐
野
選
手

は
プ
ロ
１
年
目
で
あ
り
な
が
ら
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
日
本

一
に
貢
献
し
、
11
月
に
開
催
さ
れ

た
「
２
０
１
９
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
プ
レ
ミ

ア
12
」
で
侍
ジ
ャ
パ
ン
の
一
員
に

追
加
招
集
。
そ
の
大
会
で
も
存
在

感
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
代
表
選
出
へ
の
期
待
が
高

ま
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
応
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
関
わ
れ
る
機
会
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
イ
ヤ
ー
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

▼
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
室
（
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

内
／
☎
22-

５
９
９
６
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
よ
う
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第101回兵庫県畜産
共進会で

黒田庄和牛が最優秀
賞を受賞

　「訪問販売などをうまく断りたい」という方
はいませんか。そのような方は兵庫県・兵庫県
警察本部・兵庫県弁護士会制作の「訪問販売お
断りステッカー」を玄関先に貼りま
しょう。このステッカーを無視して
訪問販売を行うことは、兵庫県消費
生活条例に違反することになります。
■より確実に訪問販売を防ぐために
　セールスの訪問があったときは次のように対
応しましょう。
①戸を開けず「どなたですか。何の御用です
か」と聞きましょう。
②「ステッカーを貼っています。お帰りくださ
い」と伝えましょう。
③景品の受け渡しや給湯器などの点検だと言い、
目的を隠す業者もいるので注意しましょう。
④後からセールスだと分かったときは「いりま
せん。帰ってください」とはっきり伝えましょ
う。
　以上のように対応してもすぐに帰ってくれな
いときは、警察に通報するか、消費生活センタ
ーに相談してください。
※ステッカーは市役所１階防災安全課窓口で配
布しています。　　

心紡いで　彩り豊かな人財の育成
～誰もがふるさとに誇りと愛着を持ち、輝いて生きる　共生社会の実現に向けて～

好きです！！ にしわき
わたしのふるさと

教育委員会や学校園の情報をお知らせします。

だい ご　み

ひ
ろ
し


